
第７回ＡＬＰＳ処理水の海洋放出に関する庁内連絡会議 議事概要 

○ 日 時  令和５年９月２１日（木）17:00～17:20 

○ 場 所  道庁本庁舎３階 ＴＶ会議室 

【議事概要】 

１ 開 会 

２ 議 事 

（１）ALPS処理水の海洋放出に係る関連産業の状況調査結果（９月１５日現在）

について 

・事務局から、資料１により説明。 
・ALPS処理水の海洋放出に係る現状や今後の懸念について、関連産業団体に
引き続きヒアリング調査し、報告するよう依頼。 

 

（２）振興局からの報告 

［宗谷総合振興局］ 
・資料２－１、資料２－２により説明。どさんこプラザ有楽町店で宗谷フェ
アに併せてホタテを PRしており、商品の売れ行きも好調。 

・まだ禁輸による影響は出ていないが、今後、売上減少や在庫増加といった
影響が見込まれているという管内企業の声を報告。 

 
［オホーツク総合振興局］ 

・振興局が独自で実施した管内企業へのアンケート調査結果を報告。 
・アンケートに回答した 54社のうち 8割が影響があると回答し、行政によ
る禁輸早期解除の働きかけや輸出先の開拓支援、国内需要喚起を求める声
などを報告。 

 
［根室振興局］ 

・4月から中国税関の放射能検査が厳しくなり、船やコンテナの港での待機
期間が延長することによるコスト増が生じているとの声などを報告。 

 
  ［座 長］ 

・ホタテ等の消費拡大に向けた地域や振興局の取組を連絡会議で共有するた
め、引き続き、情報提供をお願いする。 

 

（３）質疑応答 

 ［座 長］ 
・ホタテの在庫の積み増しによる影響について説明をお願いする。 
 

 ［水産経営課］ 
・中国向け輸出のホタテは、冷凍両貝の形で保管するため通常よりも保管スペ
ースをとることに加え、全道で秋サケ漁も始まっていることから冷凍庫の容
量に懸念が生じている。 

・水産経営課では、漁協の冷凍庫の状況を地域ごとにある程度把握しており、
冷凍庫の空き容量については地域ごとにばらつきがある状況。 

３ 閉 会 

                                          

 


